出石つばさの家　地域連携推進会議　議事録
　　　　　　　　　　　　　
令和7年11月5日　作成
	施設長
	課長
	主任

	
	
	



	日時
	令和7年 10月31日（金）
	場所
	出石つばさの家

	司会
	岸

	
	
	
	
	書記
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者
	利用者代表１名、利用者ご家族代表１名、出石町会２名、地域の関係者１名
西大井福祉園１名、品川区役所障害者福祉課１名、バックアップ施設新橋はつらつ太陽１名
品川区立出石つばさの家職員５名

	議

題
	1. 利用者関連
（1） 入居状況報告
（2） 他事業所との連携
2. 職員関係
（1） 出石つばさの家
（2） バックアップ施設
3. 行事実施等報告
（1） 施設内レクリエーション
（2） 防災訓練
（3） 町内会行事
4. 事故報告、虐待防止について
（1） 事故報告
（2） 虐待防止について
5. 短期入所

6. その他
　 
	配
布
資
料
	資料１：地域連携推進会議配布資料
資料２：行事イベント
資料３：事故報告書
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	１.利用者関連
（１）入居者状況報告
　　　令和６年１１月に全ユニット（合計１６名）の入居が完了。
令和７年度も利用者変わらず生活を送られている事を報告する。

　質問：入居される方の審査はどう行いましたか。
　回答：品川区が募集し、リストを受け取っている。面談を通して透明性、公平性を持って行
　　　　い、入居者を選考した。最終的には区へ報告し、区の判断で入居者が決定している。

質問：入居後に退所をしたケースはありますか。
　回答：１名ありました。施設入所より地域移行された方がいましたが、環境の変化等あり、
　　　　ご家族・相談支援事業所と協議の結果、元いた施設入所へ戻られています。

　質問：どのくらいまでグループホームで生活を行うものなのですか。看取りなどは行うので
　　　　すか。
　回答：ライフステージに合わせて生活の場は変化していく事と施設では考えている。看護師
　　　　がいない為、医療的ケアを必要とする人の支援は難しく、看取りまでは行っていませ
　　　　ん。医療に繋がり、病院から別の住まいへ移られるケースで退所という事は考えられ
　　　　るのではないかと思っています。
介護保険の対象となる６５歳になったので退所してくださいという事はありません。

（２）他事業所との連携
　　　日々、通い先や相談支援事業所と情報共有の為、連絡ノートや口頭、電話での共有を行
っている。また、入居された利用者の通い先を訪問し、様子を拝見したり、担当者会議
に参加して情報共有を行っている事を報告する。

この議題に関して参加者からの質問はなし。

２.職員関係
　　　出石つばさの家の職員配置状況、バックアップ施設新橋はつらつ太陽との連携について
　　　報告する。

　　　この議題に関して参加者からの質問はなし。

３.行事実施等報告
（１）施設内レクリエーション
　　　資料２をもとに行ったレクリエーションの報告をする。

（２）防災訓練
　　　６月２６日に避難訓練を実施した事、１１月にも予定をしている。また、９月１１日に
発生した大雨について、正面玄関に小規模の浸水が発生したが、各居室等他への被害は
なかった。品川区への報告と同様の被害を防止する対策を行っている事を報告する。

この議題に関して参加者からの質問はなし。

（３）町会行事
　　　資料１をもとに町会で行われた行事、近隣の行事の報告をする。

　　　この議題に関して参加者からの質問はなし。

４.事故報告、虐待防止について
（１）事故報告
　　　資料３をもとに令和７年度９月までの事故・ヒヤリハットの報告をする。

　質問：事故は区役所等へ報告はするのでしょうか。
　回答：事故レベルに応じて法人本部、品川区、東京都へ報告を上げています。

（２）虐待防止について
虐待防止委員会を設置し、年２回の内部・外部含めた研修を行っている。虐待防止
チェックのアンケートを取り、内部で共有している。
事故検証を行いながら身体拘束なども含めて今のところ虐待と取れる事案は出ていな
い事を報告する。
　　　合わせて虐待防止アンケートの内容を参加者に周知している。

この議題に関して参加者からの質問はなし。

５.短期入所
　　　主に週末の利用が多く、入居者と概ね良好な関係で過ごす事が出来ている。今後、児童
　　　の受け入れも行っていく予定である事を報告する。

　質問：短期入所を利用する人はどんな理由で利用するのですか。
　回答：親もとを離れた生活を経験する為に利用する人や、介助者の疲労軽減の為等、人に
よってさまざまな理由で利用されています。
　　　
６.そのほか
　　　利用者満足度調査の報告を行う。
　　　調査結果を報告し、概ね満足の評価をいただいている。不満という評価もある為、
　　　不満な部分を満足していただけるよう職員間で支援や環境整備に取り組んでいく。
　　　
この議題に関して参加者からの質問はなし。



